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め SCAT を使用した。第３章第２節では M-GTA を用いた。M-GTA は、複数のデータを集約し
て抽象度の高い概念を生成する方法である。当該節では、複数のワークの体験による対象者
の気付きを概念化し、構造として捉えることを目的としたため M-GTAを使用した。第３章第
 対象 人数 分析方法 各節における調査内容 
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2007 年度在籍学生 19 名（男子０名、女子 19 名）：実施期間 2008 年１月～３月、調査２で
は、2007 年度在籍学生 19 名（男子０名、女子 19 名）：実施期間 2008 年１月～３月、2008
年度在籍学生 20 名（男子０名、女子 20 名）：実施期間 2009 年１月～３月、2009 年度在籍
学生 20 名（男子１名、女子 19 名）：実施期間 2009 年６月～７月の計 59 名が対象である。 
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表２．自由記述による各ワークの印象  （集団カッティングは２名欠席のため、17名で実施） 
 
注. 表中の数字と、（ ）内の数字は、当該反応例の人数と割合を示したものである。 
印象 
ワーク 
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 注．（ ）内は調整された残差を示す。 *p<.05 
                                                   
1) 林牧子：「イメージによるワークがもたらす個人内の変容―保育に携わる者として不可欠な感受性の会得の試み
―」，『愛知教育大学幼児教育講座紀要幼児教育研究』，第 14号，19-26頁，2009年． 






肯定的反応 32(55.2) 25(47.2) 28(48.3) 25(42.4) 37(67.3) 147(51.9) 
否定的反応 10(17.2) 8(15.1) 10(17.2) 16(27.1) 4(7.3) 48(17.0) 
混合反応 9(15.5) 8(15.1) 13(22.4) 7(11.9) 6(10.9) 43(15.2) 
その他 7(12.1) 12(22.6) 7(12.1) 11(18.6) 8(14.5) 45(15.9) 
計 58 53 58 59 55 283 






肯定的反応 32(0.137) 25(0.055) 28(-0.271) 25(-2.410)* 37(2.485)* 147 
否定的反応 10(-0.137) 8(-0.055) 10(0.271) 16(2.410)* 4(-2.485)* 48 
  第 2 章第 1 節 
































  第 2 章第 1 節 







































  第 2 章第 1 節 




































自信が無い ２ (１-１) 
計 20 
自己表現が苦手 ５ (３-２) 
プライベートの問題 ３ (２-１) 
やる気がおきない ３ (２-１) 
どうもうまくできずに嫌気 ５ (１-４) 
手を汚したくない ２ (１-１) 
対他者 
比較されるのが嫌 １ (１-０) 
計 26 
評価される気がして嫌 １ (１-０) 
人の目が気になる ６ (１-５) 
人に気を遣い疲れる 11 (０-11) 
自分だけでやりたい ５ (０-５) 
自分のところだけ嫌 ２ (０-２) 
  その他 ７ (５-２) 計７ 
  計（のべ） 53 計 53 
表５．否定的反応内容の分類 
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表３．Aの造形的イメージワーク体験におけるストーリーライン 
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 図８．集団カッティング作品 
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では、2007 年度から 2014 年度にかけての総在籍者 155 名（男性３名、女性 152 名）によ
る自由記述総数 4,595 件を分析対象とした。１名につき複数の回答が得られたため、以下
に示す人数は排他的ではない。実施期間は、2007 年度から 2008 年度は１月から３月、
2009 年度以降は６月から７月である。 
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  自己への   
言及 
他者への   
関心 
否定的   
反応 
肯定的   
反応 




個人     
コラージュ 
 
88(10.8) 76(9.3) 205(25.2) 247(30.3) 199(24.4) 
  
815(100)  





138(15.3) 77(8.7) 173(19.5) 309(34.9) 188(21.2) 
 
885(100)  
-1.804 -6.557** -2.011* 4.749** 4.873** 
  
集団     
コラージュ 
 
170(17.6) 209(21.6) 274(28.4) 207(21.4) 106(11.0) 
 
966(100)  





230(21.8) 201(19.0) 254(24.1) 248(23.5) 123(11.6) 
 
1056(100)  





186(21.3) 170(19.5) 108(12.4) 296(33.9) 113(12.9) 
 
873(100) 
  3.128** 3.157** -7.676** 3.975** -2.625**     
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50 巻第 2 号，51-63 頁，2012年． 
図３．集団コラージュ制作の様子 
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  ワークの実施人数による比較   ワークの種類による比較 
























































































































































































 n.s. n.s. n.s. n.s. 










































 n.s. n.s. n.s. n.s. 
                  
注. （ ）内は調整された残差を示す。 n.s. 有意差なし *p<.05 **p<.01  
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表２．対象者 Bにおける SCAT分析ワークシートの例（抜粋） 
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図４．集団ワークにおける心的変容モデル図 
 
    






















  第 3 章第 1 節 





































  第 3 章第 1 節 













＜個人コラージュ＞              ＜集団コラージュ＞ 
 〇自己の表現                 〇表現としての意識は低い 
   自己の内的なものが、完成した作品         自己の内的な世界というより、「探す 
    に強く出る。                   ・見つける・切る・貼る」というコラ 




 〇作品の完成形のイメージが強い        〇完成形のイメージが曖昧 
   イメージを作り、それに合うものを          人が貼った紙に重ねたりと、それぞれ 
   見つける。                      が「好き勝手」にしている。 
   貼りながらイメージを膨らませる場合    
   も、徐々に上記のようになる。           〇活動中の他者に対して 
                         相手に対して特に肯定や否定をする 
                             会話が少ない。 
 〇完成した作品から読み取りがしやすい        自己の確立をある程度できているから 
   自分や人の作品についての読み取りが          こそ、人からの侵略（重なり）を許容 
   スムーズで、具体的である。              できるし、逆に人の領域にも踏み込める 
                          のでは？ 
 
                        〇活動から読み取りがしやすい 
                           作品ではなく、活動を振り返るなか 
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＜個人フィンガーペインティング＞    ＜集団フィンガーペインティング＞ 
 
〇まずは試し描き（１枚目）       〇まずは様子見（序盤）        誕生 
 どんな色になるか、どんなふうに       初めは、ただ塗りたくる感触を楽       乳児 
 絵の具が伸びるかを試す。          しむ。               
〇完成形をイメージ（２枚目）      〇形を意識（序盤）           幼児 
 塗りたくりつつ全体の色味やバラ       形を意識して絵を描くという意識 
 ンスを意識する。              が高くなるが、自分の範囲からは 
                       出ない。 
〇クールダウン（３、４枚目）      〇他者の色との混ざり合い（中盤）    児童 
 ２枚終えた所である程度満足し、       何となくあった自分の範囲を飛び 
 その後はクールダウンのような        出して、人が描いたものと混ざり 
 活動になる。                合ったり、人がいた場所で描く。 
      ↓                また、人が描いたものの上に塗り、 
 自分が満足したことで、人の絵        元あった絵を塗りつぶす。 
 に興味が行き、何を描いている        〇絵を全体から見る（中盤～終盤）    青年 
 のかチラチラと眺める。           塗られていない所が無くなると、 
 自分より人に意識が行き始める。       全体の色味とバランスを見て、ど   
                       こを塗るか決める。 
                              ↓ 
                       全体を捉えようとして、体を起こ       成人 
〇活動後                   すことが増える。仕上がりを意識 
 互いの絵を見て、自分に無いもの       して、色が混ざりすぎで汚くなら 
 や共通の部分を見て楽しむ。         ないようにする。 
 
                       ＜集団カッティング＞ 
                       切るのがもったいないという感覚       壮年 
                       はあまり無い。自分の範囲からほ  
                       とんど出なかった。            死と再生 
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保育者に焦点をあてて―｣，日本保育学会誌『保育学研究』，第 48巻第 2号，107-118頁，2010年． 
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表１．調査対象者の属性 
ID 年齢 性別 所属 保育経験 インタビュー時間 概念数 
Ａ 23 女 幼稚園 １年 34分 33 秒 11 
Ｂ 22 女 幼稚園 １年 35分 39 秒 ４ 
Ｃ 23 女 幼稚園 １年 24分 28 秒 ６ 
Ｄ 22 女 幼稚園 １年 19分 48 秒 ９ 
Ｅ 26 女 保育園 ４年 30分 17 秒 12 
Ｆ 25 女 幼稚園 ４年 31分 54 秒 12 
Ｇ 25 女 幼稚園 ４年 43分 46 秒 11 
Ｈ 25 男 幼稚園 ４年 22分 08秒 ９ 
Ｉ 27 女 保育園 ６年 20分 36 秒 ６ 
Ｊ 27 女 保育園 ６年 31分 37 秒 ３ 
Ｋ 27 女 保育園 ６年 31分 17 秒 ５ 
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図１a．保育経験１年目の集団フィンガーペインティング①             図１b．保育経験１年目の集団フィンガーペインティング② 
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図２a．保育経験４年目の集団フィンガーペインティング①         図２b．保育経験４年目の集団フィンガーペインティング② 
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図３a．保育経験６年目の集団フィンガーペインティング①       図３b．保育経験６年目の集団フィンガーペインティング② 
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・「こうかもしれない」と想像、「こういうことだったんだ」と気付いただけで終わらない。             
・そこからさらに子どもの言動の読み取り、分析視点にまで発展する。                  
・ワーク体験による自分の実感から子どもの感情に迫る。                     
・この概念から保育者の専門性やワークの意義に対する気付きが派生する 
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10）Holindale,P.（1997）：Signs of Chileren in Children’s Books，pp.46-47，The Thimble Press.（猪熊葉子/監
訳：『子どもと大人が出会う場所―本のなかの｢子ども性｣を探る』，97-99頁，柏書房，2002 年． 
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対象者名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ
年齢 36 40 44 54 44 34 34 54 40 46 35 36 34 34 36 44 36 34 55 35
性別 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女
所属 保育所 保育所 幼稚園 幼稚園 幼稚園 幼稚園 幼稚園 幼稚園 幼稚園 保育所 保育所 保育所 幼稚園 幼稚園 保育所 幼稚園 保育所 幼稚園 幼稚園 幼稚園
文字数 801 792 641 751 1,361 1,528 1,257 595 1,117 805 1,156 970 1,316 1,335 1,956 1,499 1,188 1,724 1,618 1,324
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と、TLMG（Three Layers Model of Genesis：発生の三層モデル）と、HSI（Historically 
Structured Inviting：歴史的構造化ご招待）を統合する考え方であり、人は、あらゆる
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理学研究』，第 19巻第 1号，62-76頁，2015年． 
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4) 安田裕子・滑田明暢・福田茉莉・サトウタツヤ/編：『TEA理論編 複線経路等至性アプローチの基礎を学ぶ』， 新曜
社，2015年． 
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個 人 フ ィ ン ガ ー ペ イ ン テ ィ ン グ の 実 施   集団フィンガーペインティングへ 
SG 
〈十分な素材 
   と時間〉 
SG  
〈情報提供と 































































































































分 岐 点 １ 
図３．個人フィンガーペインティングの体験における子どもの感情理解と保育者としての在り方への気付きの過程 
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自 信 の 無
い 子 も 安
心できる・ 
先 生 に 見
てほしい，
何 か 言 っ
て ほ し い



















































































集 団 フ ィ ン ガ ー ペ イ ン テ ィ ン グ の 実 施  
SD/SG 
〈紙上の 
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ペインティング   











ペインティング   
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うれしくなかったから、声掛けには気をつけよう」）、考えたこと。            について書いてください。 
 
１はワークごとに書いてください。２は該当するワークのみでいいです。３は全体をまとめて書いてください。また、個人名を挙げ
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b：人の作品を見て「これやりたい」と思って真似をした。                                                                     
F：人の所に入ってぐちゃぐちゃにしたいと感じた。それは、新しいものを作ってみようという意思表示だったかもしれ
ない。 
(2)  一緒に活動する 
楽しさ 
一緒に活動をしたことによる肯定的な感情の生起に関する内容 


























C：テーマや概念に囚われることなく自由にできて気持ち良かった。                                                              
H：何の指定も無い状況で、好きにやっていいよ、と言われて悩んだ。                      
Ⅰ－３ フィンガーペインティングに関する感情 (9) 
個人フィンガーペインティング・集団フィンガーペインティングに関する気付き及び感想など 
C：実習でした泥んこ遊びを思い出した。肌が触れ合い、絵の具を塗っている感覚を一緒に感じられる所が特徴的だと思う。  
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（１） 真似したい・関わりたい 〇 〇 〇 〇
（２） 一緒に活動する楽しさ 〇 〇 〇
（３） 個々の思いの差異 〇 〇 〇 〇 〇 〇
（４） 集中・充実 〇 〇 〇 〇
（５） 失敗・不満足 〇 〇 〇
（６） 意欲の低下・不安 〇 〇 〇 〇 〇
（７） 受容される嬉しさ 〇 〇 〇
（８） 活動の自由さ 〇 〇 〇
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1) 林牧子：「イメージによるワークがもたらす個人内の変容―保育に携わる者として不可欠な感受性の会得の試み
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